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【表紙画像説明】
2021年 7月 14日未明，ハワイ・マウナケア山頂で観察された「流星クラスター」．十数個の流れ星が，

10秒ほどの間に同じ方向に流れた．流星クラスターは 1997年のしし座流星群で初めて確認され，これま
でに 10例ほどが知られている．朝日新聞が，国立天文台の協力を受けて「すばる望遠鏡」のキャット
ウォークに設置した星空カメラは，そのうち 3例を観測した．星空ライブはユーチューブ「朝日新聞宇
宙部」で配信中．
【今月の表紙デザイン】

10月後半に極大になる「オリオン座流星群」とハロウィンをモチーフにしています．深夜から早朝にか
けて見頃の時間になるとのことです。寒さに備えて，眺めてみたいと思います．
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